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９月から１０月を“早送り”で紹介 

県中体連駅伝競走大会 がんばりました！ 

区間 女子 男子 

１ 上米良 江莉椛 谷山 凌太 

２ 石橋 愛菜 岡本 橙歩 

３ 西本 優芽 淋 優人 

４ 梅  日和 小川 琳太郎 

５ 那須 ほのか 西 俊太 

６  那須 優真 

順位 ８位 ７位 
 辛い練習を乗り越え、１０月１３日(木)に学
校代表として力走してくれました。一緒に練習
した仲間の存在も大きかったです。 
 この選手たちの中には、明後日の球磨一周熊
日駅伝に出場する人たちもいます。併せてご声
援をよろしくお願いいたします。 

薬物乱用防止教室 「自分を守る」ため 
 １０月１７日(月)に
人吉保健所の薬剤師 
増田様をお迎えし、お
話をいただきました。
「お酒、薬物、薬の使
い方」について小学校

の５、６年生と共に学びました。有害物質を取
り込む弊害や「１回だけでも乱用」など大切な
ことを知ることができました。 

木工の授業（１年生）にゲストティーチャー 

 １年生の技術の木工
の授業に、上球磨森林組
合から遠坂卓也さんと
井手拓郎さんに来てい
ただき、ご指導をいただきました。２回も来て
いただき、丁寧にご指導いただきました。 
 作品は文化祭でも展示いたしました。子ども
たちの個性あふれる作品作りにご協力いただ
きました。ありがとうございました。 

 諸事情で、現在家庭科の授業は岩野小学

校の藤田先生にご指導いただいています。

学校栄養職員の宮原先生にも来ていただく
など、いろんな方に子どもたちの学びを支
えていただいています。深謝申し上げます。 

 水上中学校最後の文化祭 

 

 

 先月１３日(日)に、上記のスローガンの
下、文化祭を開催いたしました。 
 本年度は、コロナウイルスの感染が落ち
着いていることもあり、家族の人数制限も
せず、１０月に体験学習でお世話になった
方々にもご案内をし、たくさんの方々にご
覧いただくことができました。 
 ステージ発表は、白水神楽から始まりま
した。本年度は、１、２年生の発表となり
ました。白水神楽保存会の皆様のお力添え
で、神聖な舞を披露することができました。 
 続いて１年生の総合的な学習の時間の学
びをテーマごとにグループで発表しまし
た。みんなが参加できるクイズ形式で楽し
い発表をしてくれました。出題時に２、３
年生の先輩たちが「チャ～ランッ！」と効
果音を出してくれたり、解答で“ボケて”
くれたりして、大変微笑ましいものになり
ました。 
 ２年生は「原爆の子の像」物語という劇
を発表しました。実話に基づいたストーリ
ーで、みんな心を込めて演じていて、被爆
や戦争の悲しさや辛さを伝えてくれまし
た。思わず涙がこぼれた方もたくさんいら
っしゃいました。 
 ３年生は、「僕らの水上中学校物語」と題
して、これまでの“宝物の日々”を振り返
るオリジナルノンフィクションコメディー
の劇を披露しました。３年生の優しさが表
れた作品となりました。 
 午後は合唱発表でした。各学年、それま
での練習の成果をだして、一番のできの発
表になったようでした。最後は全校合唱の
「大地讃頌」でした。締めくくりにふさわ
しい素晴らしい歌声でした。 
 閉会式では、「閉校記念構成詩」を発表し
ました。これまでの思い出を通した中学校
や先輩方への感謝と新しく始まる「水上学
園」への思いを込めました。 
 展示の部では、体験学習等の新聞や教科
の作品、委員会で作成した展示物など充実
していました。特に目を引いたのが「全校
生徒で作ったモザイクアート」とご家族な
どいろんな方々にご協力いただいた３年生
の作品「５，７０３羽の折鶴」でした。 

 

 

Part ２ 

 
 

 
 このように、スローガンに沿った、水上
中学校の最後にふさわしい文化祭となり
ました。 



  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


